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〔研究ノート〕

保育表現技術の自己教育プログラム構築
― 絵本の読み聞かせの技能向上を目指して ―

吉永　安里　　結城　孝治　　山瀬　範子　　廣井　雄一

【要旨】
　本稿の目的は、保育者養成課程において学生に保育表現技術を習得させるにあたり、学生自身
が主体的に自らの実践を改善していくことのできる自己教育プログラムを開発することである。
保育表現技術の中でも学生がボランティアやインターンシップ、実習等で行う機会の多い絵本の
読み聞かせの技能向上に焦点化し、知識・技能と実践とを往還的に学ばせることのできる、自己
評価を取り入れた学習プロセスの構築を図った。また、本プログラム内で使用する、初学者であ
る学生に適した教材の選定や自己評価の際の評価基準の設定も行った。評価基準としては、①聞
きやすさの演出（声の大きさ、読む速さ、発声、声色、声の抑揚、絵本の表現方法の解釈の６項
目）、②見えやすさの演出（子どもからの見やすさ、ページのめくり方の２項目）、③相互作用（表
情、視線の向け方の２項目）の10項目を設定し、各項目について５段階評価させる評価シートも
作成した。
【キーワード】
　　自己教育力　読み聞かせ　保育表現技術　自己評価　相互作用

１．研究の目的
　本稿の目的は、保育者養成課程において学生に保育表現技術を習得させるにあたり、学生自身
が主体的に自らの実践を改善していくことのできる自己教育プログラムを開発することである。
本稿では、プログラムの開発に焦点を当て、どのような内容をどのような方法で行うか、またど
のような教材を選定するかを検討する。
　現在日本の大学教育においては、「グローバルな知識基盤社会や学習社会において、学問の基
本的な知識を獲得するだけでなく、知識の活用能力や創造性、生涯を通じて学び続ける基礎的な
能力を培うことが重視されつつある」（中央教育審議会、2008）。また、大学教育に限らず、教員
の資質能力としても「教職に対する責任感、探求力、教職生活全体を通じて自主的に学び続ける
力」（中央教育審議会、2012）が求められている。
　このような自ら学び続ける力は「自己教育力」と呼ばれ、これまでも多くの領域において研究
されてきた古くて新しい概念である。自己教育力は、「世界史的にみれば、ソクラテス、ルソー、
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ペスタロッチなどにさかのぼってみることができる。しかし、近年のわが国における「自己教育力」
論は、ラングラン（P. Lengrand）の「生涯教育（lifelong education）」論（1965年12月、パリで
開かれた第３回ユネスコ成人教育推進国際委員会で提案）に端を発している」（竹長、 2001）と定
義される。学校教育段階で学ばれる知識・技能だけでは時々刻々と情報更新されていく知識基盤
社会に対応することが困難な昨今、自己教育力は学校教育の場において、また卒業後も、特に自
己研鑽が求められる専門職において、身につけることが求められる能力である。
　専門職において求められる自己教育力を身につけるための大学生を対象にした研究は、これま
でも「看護教育の領域において数多く、看護学生を対象として調査検討されて」（長谷部、2009）
きた。しかし、保育者養成課程の学生を対象としたものは、まだその端緒についたばかりである

（西浦ら、2005；長谷部、2009；久、2011；永田、2013）。
　では、保育者養成課程においては、どのように自己教育力を高めていけばよいだろうか。この
ことに関して、社団法人保育士養成協議会（2008）は、「成長し続ける」保育者は、獲得された
知識を保育現場での子どもの姿と参照し、実践に生かす、そしてその実践の中で学ばれたことを
再び知識とし保育現場で参照していく往還的関係の枠組みを学ぶことが重要であるとしている。
同様に、このことは、中央教育審議会答申（2012）においても、「教科や教職に関する高度な専
門的知識や、新たな学びを展開できる実践的指導力を育成するためには、教科や教職についての
基礎・基本を踏まえた理論と実践の往還による教員養成の高度化が必要である」と述べられてい
る。つまり、保育者養成課程において、保育に関する基礎・基本の知識・技能である理論を学び、
それを実践し、実践したことをさらにより高度な知識・技能に還元していくという、理論と実践
を往還するその枠組みを学ぶことで、将来に渡り自主的に学び続け、成長し続ける保育者を養成
することが肝要である。
　
２．自己教育プログラムの構築
　２－１　学習内容
　保育者が身につけるべき基礎・基本の知識・技能にはどのようなものが考えられるであろうか。
保育者には発達に関する知識と発達援助の技能、子どもの生活・福祉に関する知識と援助の技能、
環境に関する知識と環境を構成する技能、遊びを豊かに展開していく知識・技能、子どもや保護
者の気持ちに寄りそう関係構築の技能など、多岐にわたる知識・技能が挙げられる。しかも、こ
のような保育に関する知識・技能は、保育現場での蓄積された「技」として伝授されていく側面
が強く、保育者養成課程においても、学生たちに体系的な知識・技能といった理論を伝達すると
共に、保育現場の中でそれを子どもの姿と参照・理解し、どう実践の中に生かすことができるの
か、理論と実践の往還的関係の中で学ばせていく必要があると考えた。
　そこで、本プログラムでは、往還的学びの枠組みを学習する上で、まず理論としてどのような
知識・技能を取り扱うか、学習内容を検討した。本プログラムは、保育の初学者である学生を対
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象にしたものであるため、保育に関する知識・技能が少ない学生のうちから比較的習得しやすく、
保育現場で行われる機会の多い習得の必要感が感じられやすい、そして養成校内でも独立して場
面設定が可能なものであるという必要条件に照らし、絵本の読み聞かせの保育表現技術を取り扱
うこととした。絵本の読み聞かせは、「保育者にとって不可欠であり、（中略）保育現場にでてから、
周囲の保育者からのアドバイスや保育者自身の研鑽にゆだねられている傾向にある。だが、読み
聞かせの技術は、経験によって向上するものであるとともに、比較的短い期間に、ある程度まで
上達可能な技術」（西川、2002）である。また、絵本の読み聞かせは、特に日常の保育で頻繁に観
察される保育表現技術の一つでもある。保育所実習を経た学生への調査でも、94％の園で絵本の
読み聞かせが日常の保育に取り入れていた（取り入れていない園３％、未記入３％）ことが明ら
かになっている（吉田・藤田、2007）。そして、絵本の読み聞かせは、お昼寝の前（吉田・藤田、
2007）や昼食前後・降園前に、ほとんどの保育所や幼稚園で取り入れられている活動であり（廣
澤、2012）、しかも、ボランティア等で学生が読み聞かせをするように依頼されることも多いため、
大学入学後の比較的早い時期から学生にとって学びの必要性を感じやすい活動である。さらに、
子ども主体の自由遊びや子ども同士の相互交渉とは独立して、保育者主体で行われる保育表現技
術であるため、養成校内でも独立して場面設定を行うことが容易である。そこで、本自己教育プ
ログラムでは、学習内容として絵本の読み聞かせを取り扱うこととした。

　２－２　学習方法
　２－２－１　自己評価
　つづいて、往還的学びの枠組みを学習させるための学習方法を検討した。そもそも、理論と
実践の往還には、理論を実践し、それを評価して再理論化し、再び実践に還元するという循環
が必要であるため、評価のプロセスが欠かせない。この評価に関して、近年、保育の質評価や
質の向上のために、様々な評価方法が開発されてきている。アメリカのHarmsらによって開発
された保育環境や、保育者と子ども・子ども同士の関わりを評価できる保育環境評価スケール

（Early Childhood Environmental Rating Scale：ECERS）とその改訂版（ECERS-R）、Piantaら
によって開発された保育者と子どもの関わりの質尺度Classroom Assessment Scoring System

（CLASS）、ベルギーのLaeversが作成した保育過程の質を捉えるChild Involvement Scale（CIS）
などがその主なものとして挙げられる（秋田・佐川、2011）。こうした研究者など保育の当事者
以外の他者評価による評価によって実践を評価し、その評価結果からよりよい保育のあり方を理
論化し、再び実践に生かしていくといった方法が注目を浴びている一方、専門家による他者評価
は、評価方法に精通した高い専門性をもつ第三者との連携が必要となり、どの園、保育者でも利
用できるものではないという点がデメリットとして考えられる。
　そこで、保育現場で日々活用でき、保育者の力量形成に資する評価方法として、自己評価の方
法が模索され始めている。たとえば、岩立・諏訪・土方・金田・木下・斎藤（1997）は、保育と
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子どもの発達の関係を明らかにするため「保育内容等の自己評価」のチェックリストを策定して
いる。また、富田（2000）は、保育者の幼児に対する援助行動の自己評価によるチェックリスト
を作成し、これを用いることで保育者の援助行動に改善が見られたことを報告している。
　では、自己評価は、絵本の読み聞かせという保育表現技術を向上させることを目的とする本自
己教育プログラムにおいて、どのような意義があるのであろうか。
　梶田（1997）は、自己教育とは「自己の責任と努力で、自分自身の自己としてのあり方を形成
していくこと」であり、 そのためには自分自身の活動を振り返り、反省する過程が重要であると
述べている。また、このような自分自身の活動を振り返って吟味するためには自己評価が評価方
法として有効であるとする（梶田、1994）。
　そもそも自己評価とは、橋本（2003）によれば、「評価の対象となる者自身が評価の主体となっ
て自分の現状を振り返り、何らかの方法でそれを記述する」評価方法である。自己評価は、他の
評価方法に対して、自ら課題に取り組んでいるという自己決定感を高め、内発的動機づけを高め
たり（西松・千原、1995）、評価のために設定された項目や視点に沿って自分のあり方を分析的
に検討し、自己に対する肯定的意識や満足感を高めたりする（梶田、1994）といったよさがある。
つまり、自己評価は、先述したように、理論と実践を往還させるのに役立つだけでなく、保育者
が、内発的動機づけを高め、自分への肯定的意識や満足感を得ながら自主的に学び続けるための
原動力としても活用できる評価方法であると言える。
　現在保育者は、自己評価によって、自分自身の保育を自分なりに振り返り、常にその質を自ら
改善していく理論と実践の往還的な学びができる資質が求められている。当然、保育者を目指す
学生も、このような資質を十全とは言わないまでも身につけておく必要がある（岡本、2013）。
つまり、保育者養成課程において、自己評価によって自らの資質向上を図ることのできる学生を
育てることが、理論と実践の往還をしながら、自主的に学びつつける保育者を育成することにつ
ながっていくと考えられる。そこで、学習方法として、一連の学習プロセスに自己評価を組み込
むこととした。

　２－２－２　ビデオ映像を用いた自己評価
　しかし、ここで考えねばならないのが、本プログラムにおける自己評価の対象が、絵本の読み
聞かせという保育表現技術であるという点である。作品のように自分自身の外側に表現され視覚
的に捉えることのできる表現であれば、比較的自己評価もしやすいだろう。ところが、絵本の読
み聞かせを自己評価するということは、言語的・身体的に表出された自らの保育行為を、聞き手
側という外側の視点から捉え直し、さらに読み聞かせの対象者も含めた自らの保育行為に関わる
状況そのものを俯瞰的に振り返るということである。つまり、読み手側の視点だけでなく聞き手
側の視点、さらに読み手―聞き手を含めた状況そのものを俯瞰的に捉える視点の獲得が、絵本の
読み聞かせと言う保育表現技術を自己評価する上で、重要なスキルとなると考えられる。
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　このようなスキルを習得する方法として、ビデオ映像を用いた自己評価方法が活用されるよう
になってきている。特に、保育の現場では、保育者の行為が、子どもとの相互作用によって展開
していくため、ビデオ映像によって自らの行為を客観的、俯瞰的に捉えるために、このビデオに
よる評価方法が活用され、その有効性も検証されている。富田・田上（1999）は、幼稚園教諭が
自らの保育行為のビデオ映像を継続的に視聴することで、援助行動の頻度・種類に大きな変化が
生じたことを示唆している。また、澤井・駒井（2007）は、保育所保育士がビデオ映像を用いて
保育内容を自己点検することで、子どもたちと接する際の視線の合わせ方、表情や姿勢等、自分
自身の身体のあり方への気づきが促されたとしている。さらに、富田（2000）によれば、ビデオ
評価法は、保育者の自己イメージに変化を生じさせ、高すぎる自己イメージをより現実的な自己
に近い自己イメージへ移行させると指摘している。
　以上のことから、本プログラムにおいては、絵本の読み聞かせと言う保育表現技術の特性に沿っ
て、ビデオ映像を用いた自己評価方法を取り入れることとする。

３．自己教育プログラムの実際
　３－１　学習プロセス
　鹿毛（2006）は、学習者が主体的に学習に取り組み自己評価活動を展開し、自ら学習する力を
育成することの重要性を述べている。また、ビデオ映像を用いた自己評価の効果については、及
川（2013）においても、大学の英語の授業においてコミュニケーション場面のビデオ映像を視聴
し、振り返ることで、話し方の抑揚や発音において自身の長所や短所への気づきが促されたと、
その効果が報告されている。これまで述べてきたこととも重ね合わせると、保育者養成課程にお
いても、ビデオ映像を用いた自己評価が、自らの行為に対する学びを促し、主体的に学ぶ力に生
きるのではないかと考えられる。
　そこで、本プログラムでは、２で述べた学習内容と学習方法を取り入れ、絵本の読み聞かせに
対する自己評価とビデオ映像を用いた省察を、学習プロセスに組み込むこととした。具体的には、
まず学生が読み聞かせをし、その読み聞かせに対する自己評価をした後、自身の読み聞かせのビ
デオ映像を自己評価を参照しながら省察し、次の読み聞かせにつなげるという学習プロセスであ
る。

　３－２　評価基準の設定
　本プログラムでは学習プロセスにおいて保育表現技術の自己評価を行うため、自身の行為を参
照する評価基準を設ける必要がある。この評価基準の設計に当たっては、まず、絵本の読み聞か
せにおいてどのような保育表現技術が求められているかを明らかにした。
　読み聞かせにおいて、西川（2002）は、「発声や発音などの朗読技術を修得し、聞く側にたつ
視点を学ぶこと」が重要であると述べている。このことから、聞く側の視点を意識させるための
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図 1　評価シート
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①朗読技術としての聞きやすさ、そして②絵本という、聞くだけではない見るメディアとしての
特性を生かす見えやすさ、の２観点を設定することとした。さらに、横山・秋田（2007）、齊木（2004）、
奥山ら（2014）は、絵本の読み聞かせでは子どもとの相互作用が重要であると指摘しているが、
学生の読み聞かせにおいては技術面に着目しやすいこと（廣澤、2012）が示されており、本プロ
グラムでは、③相互作用に関しても評価をさせることとした。これにより、読み聞かせの際生じ
る、読み聞かせする側とされる側の相互作用についても学生の意識化を図れるようにした。
　まず、①聞きやすさとしては、各種小学校国語科の教科書で音読・朗読の観点として取り上げ
られているものを基本に、「声の大きさ」、「読む速さ」、「明瞭さ」、「声色」、「抑揚」、「表現方法
の解釈」の６項目（質問１～６）を設定した。また、②見えやすさとしては、集団への読み聞か
せで課題となる「子どもからの見やすさ」、「ページのめくり方」の２項目（質問７、８）を設定
した。さらに、相互作用に関しては、奥山ら（2014）が、絵本の読み聞かせの活動においては、
保育者と子どもとの間に「視線」を用いた相互作用が行われ、奥山ら（2008）はその
保育者の「視線」が幼児たちの絵本の想像世界の共有化を図る一つの手立てとなっていることを
示している。また、並木（2012）も、保育者がお話に関する発話とともに、「視線」「読み方の工夫」、
そして「表情・身振り」によって、登場人物の感情を代替し、登場人物の感情を幼児に伝え、絵
本の臨場感をみんなで共有しようとする様子を観察している。そこで、③相互作用では、本プロ
グラムの対象である学生にも実践可能と考えられる、言語的相互作用ではないが、読み手の想像
世界の理解を表出し、聞き手との相互作用を生ずる「視線」と「表情」（質問９、10）の２項目を
設定した。
　以上をもとに、作成した評価シートが図１である。①聞きやすさの演出の６項目、②見やすさ
の演出の２項目、③相互作用の２項目の計10項目を行動指標として文章化し、学生に「全くそう
思わない」から「非常にそう思う」までの５段階で自己評価させる形式とした。

　３－３　教材
　本プログラムで使用する教材としては、保育・教育実習やボランティア・インターンシップ、
また現場において読み聞かせする可能性の高い絵本を選定することとした。選定基準は、①『幸
せの絵本－大人もこどももハッピーにしてくれる絵本100選』（金柿秀幸、 2004、ソフトバンクク
リエイティブ）、『松居直のすすめる50の絵本―大人のための絵本入門』（松居直、 2008、教文館）
など、絵本を紹介する多数の書籍に重複して掲載されている、②保育所や幼稚園において一般的
に配架され、長期にわたり読み継がれている定番教材である、③読み聞かせ場面（対象者の人数・
年齢、季節など）を選びにくい、ということである。
　この基準に照らし、『ぐりとぐら』、『どうぞのいす』、『わたしのワンピース』、『ぞうくんのさんぽ』
の４冊を、本プログラムの教材として選定した。教材用絵本４冊の書誌情報は表１の通りである。
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表１　教材用絵本一覧
絵本名 作家・挿絵 対象年齢 出版社 出版年 ページ

『ぐりとぐら』 中川李枝子文
大村百合子絵 3歳～ 福音館書店 1967年 28p

『どうぞのいす』 香山美子文
柿本幸造絵 3歳～ ひさかた

チャイルド 1981年 32p

『わたしのワンピース』 にしまきかやこ文・絵 3歳～ こぐま社 1969年 44p

『ぞうくんのさんぽ』 なかのひろたか作・絵
なかのまさたかレタリング 2歳～ 福音館書店 1977年 28p

４．展望
　本稿では、これまで行われてきた保育表現技術向上のためのプログラム開発や、評価方法の開
発などの先行研究を踏まえ、知識・技能と実践の往還的な学びの枠組みを習得し、自ら学び続け
る保育者を育成する観点から、「自己教育プログラム」の開発を行った。学習内容としては、学
生がボランティアやインターンシップ、あるいは実習等で接する機会の多い絵本の読み聞かせを
扱うこととした。また、自己の読み聞かせの技能を客観的・反省的に捉え、その向上を図ること
を企図して、学習プロセスにビデオ映像を用いた自己評価を組み込んだ。本プログラムの実証的
検討については、別稿「保育表現技術の習得における評価方法の影響－絵本の読み聞かせ技術を
題材にした聞き手との相互作用への気づき－」（結城・吉永・山瀬・廣井、印刷中）にて論ずるこ
ととする。
　さらに、本自己教育プログラムでは、学習内容として絵本の読み聞かせを扱ったが、他の保育
表現技術についてもそれぞれの技能に適ったプログラム開発が必要であり、今後の検討課題とし
たい。

〔付記〕本稿は、平成23年度　國學院大學人間開発学部学部共同研究費の助成を受けて行われた。
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